
世帯の消滅と空き家の発生

慶應義塾大学名誉教授

大江守之

1

資料２－１



050010001500

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50
55
60
65
70
75
80
85
90
95
1

0 500 1000 1500

100

男 女

1930・40年代生れ

1892万人

3846万人

050010001500

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50
55
60
65
70
75
80
85
90
95
1

0 500 1000 1500

100

男 女

1930・40年代生れ

1960・70年代生れ

3640万人

3578万人

050010001500

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50
55
60
65
70
75
80
85
90
95
1

0 500 1000 1500

100

男 女

1930・40年代生れ

1960・70年代生れ

1990・
2000年代生れ

3482万人

2254万人

3114万人

050010001500

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50
55
60
65
70
75
80
85
90
95
1

0 500 1000 1500

100

男 女
1930・40年代生れ

1960・70年代生れ

1990・
2000年代生れ

3070万人

2329万人

556万人

2020・
2030年代生れ 1467万人

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所

1950年 1980年

2010年 2040年

人口ピラミッド（1950～2040年）

1629万人
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資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所
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人口ピラミッドと配偶関係（1950～2040年）
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資料：国勢調査、神奈川県人口推計・分析共同研究会報告書

神奈川県の人口ピラミッド（1950～2040年）
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1980年 1990年

2000年

資料：国勢調査

2010年

横浜市内計画開発住宅地の人口ピラミッド
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資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所
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種類別空き家数の推移
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資料：住宅・土地統計調査
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持家単独世帯消滅とその他空き家増加の関係（全国）
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資料：国勢調査、住宅・土地統計調査、国立社会保障・人口問題研究所
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持家単独世帯消滅とその他空き家増加の関係（神奈川県）

資料：国勢調査、住宅・土地統計調査、国立社会保障・人口問題研究所

y = 0.7797x - 287.81
R² = 0.16297
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